
今月のお知らせ

広報おおさき2014-5広報おおさき2014-5

■定員のある募集記事で特に記載のない場合、申し込みは 5 月 1 日から　

　先着順で受け付けます。対象は、市民または市内に勤務している人です。
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こんなときは届け出が必要です

市民課

　国民年金は、日本に住む 20 歳以上

60 歳未満のすべての人が加入し、保

険料を納めなければなりません。届け

出をしなかった場合、年金額が少なく

なったり、受け取れないこともあるの

で、必ず届け出をしましょう。

届け出が必要なとき 持参するもの

20 歳になったとき 
（厚生年金や共済年
金加入者を除く）

印鑑、届出人を
確認できる書類

（運転免許証など）

退職したとき 印 鑑、 年 金 手
帳、資格喪失証
明書、届出人を
確認できる書類

（運転免許証など）

会社員や公務員などの
配偶者の扶養から外れ
たとき（配偶者が退職
したときも含む）

届出先　市民課または各総合支所市民福祉課

問　市民課年金係　☎ 23-6079

　　または各総合支所市民福祉課

自動車税は早めに納めましょう

県北部県税事務所

　納期限までに忘れずに納めましょう。

また、納税証明書は車検を受けるため

に必要です。大切に保管してください。

納期限　6月2日 

問　県北部県税事務所　☎ 91-0706

埋蔵文化財包
ほうぞう

蔵地
ち

での各種
開発は届け出をしてから　

文化財課

　埋蔵文化財は貴重な文化遺産です。

文化財を守り、後世に伝えるため、文

化財保護法という法律があります。自

己所有地でも、文化財保護法に基づく

届け出が必要になります。

　開発行為の際は、事前に文化財課に

相談をお願いします。

■開発行為をする際の手続きの流れ

遺跡の照会（開発予定地内の遺跡の

　有無の確認）

協議（協議書の提出）

※県文化財保護課の所定の様式で提出

　する必要があります。

届出 ( 埋蔵文化財発掘の届出）

※工事実施予定日の 60 日前までに届

　け出る必要があります。

調査（保存記録）

問　教育委員会文化財課　 72-5036

市民税・県民税の均等割の
税率が引き上げられます　

税務課

　東日本大震災からの復興を図ること

を目的とした「地方税の臨時特例法」

に基づき、平成 26 年度から平成 35

年度まで、市民税・県民税の均等割の

税率が引き上げられます。引き上げ額

は、災害に強い、安心・安全なまちづ

くりに活用されることになります。

改正前 改正後 引上額

市民税 3,000 円 3,500 円 500 円

県民税 2,200 円 2,700 円 500 円

合計 5,200 円 6,200 円 1,000 円

※県民税均等割額には、みやぎ環境税

　1,200 円が含まれます。

問　税務課市民税担当　 23-2148

鉛給水管の取り替え工事の補助

水道部管理課

　鉛給水管からポリエチレン製などの

給水管に取り替える工事を実施し、一

定の要件を満たす場合に限り、工事費

に対して補助金を交付します。

　詳しくはお問い合わせください。

問　水道部管理課給水係　 24-1111

「みんなの部屋」利用開始

大崎生涯学習センター

　体験展示室が新しくなりました。活

動団体の作品展示や個展、人形劇の活

動に利用できます。

　詳しくはお問い合わせください。

問　大崎生涯学習センター（パレット

　　おおさき）　 91-8611
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期日 検査時間 対象地域 検査場所

5月15日 10時30分～15時 三本木地域 三本木野球場

5月16日 10時30分～15時 田尻地域 田尻老人福祉センター

5月19日 10時30分～15時 松山地域 松山公民館

5月20日 10時30分～15時 鹿島台地域 鎌田記念ホール
　5月21日・

　　22日 10時30分～15時 岩出山地域 岩出山総合支所車庫

5月26日 11時～16時
鳴子温泉地域 鳴子公民館

5月27日 　9時～14時

5月28日 10時30分～15時 古川地域（長岡・富永・
宮沢・清滝地区）

長岡地区公民館

5月29日 10時30分～15時 古川地域（西古川・志
田・東大崎・高倉地区）西古川地区公民館

6月　2日 10時30分～15時 古川地域（敷玉地区・
全地区） 保健福祉プラザ

（ｆプラザ）　6月　3日・
　　　4日

10時30分～15時 古川地域

※指定日以外は、最寄りの会場で受検してください。

　取引または証明に使う「はかり」は、知事が実施する定期検査を受検するよ
うに義務付けられています。
　2 年に 1 回行われる定期検査に合格しなければ、使用することができなくな
ります。該当する「はかり」を持っている人は、もれなく検査を受けてください。
対象：商店、会社、工場、病院、事務所、学校、行商、宅急便などで使用する
はかり、農家で野菜・果実の庭先販売に使用するはかり
検査手数料：有料（型により検査手数料は異なります。当日、現金で支払って
ください）

　宮城県計量検定所　 022-247-1641
　　商工振興課商工振興係　 23-7091

【支援内容】

施設の再建 施設などの撤去

内容
農産物の生産に必要な施設などの再
建・修繕（必要な資材を購入して自
らが再建・修繕する場合を含む）

被災した施設（農産物の生産
に必要なもの）の解体、廃材
の運搬、処理

補助の割合 最大で費用の 9 割まで 最大で費用の 10 割まで

その他
園芸施設共済に加入している場合、共済の補償額（共済支払金）の
一部を補助金から差し引いて交付

※撤去後に再建する場合などは、どちらも対象になります。詳しくはお問い合
　わせください。

計量器の
定期検査


